平成２７年度関東SPM調査会議の調査内容等に係るアンケート調査票【第３回】
　

　第３回調査会議で議論すべき事項、及び平成２８年３月に開催予定である講演会について、各自治体へ照会いたします。
なお、回答は、行政・研究側相談の上で、平成２７年１０月３０日（金）までに、お願いいたします。

自治体名：　川崎市    　　

１　平成２８年度以降に作製する調査報告書の構成について

平成２８年度以降に作成する調査報告書の取りまとめ方法については、第２回調査会議において、四季の平均的な解析、及び高濃度時解析を行うこととしました。第３回調査会議では、調査報告書の構成等について具体的に検討いたします。

つきましては、調査報告書の構成等に係るご意見をお願いいたします。具体的な提案等がある際は、任意の様式にて御回答ください。

２　平成２７年度関東SPM調査会議 講演会について

1)　 取り上げることが望ましい講演内容がありましたら、御記入ください。

2)　講演を依頼するに当たり、推薦できる講師がおりましたら、御記入ください。
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・章分け、執筆分担の分け方は現在の流れと同様としてはどうか。


　（4.1 質量濃度 4.2 水溶性イオン成分濃度… とし、各項目で四季の平均的な解析）


　四季の解析を行う初めてのケースであるため、


　まずは同様の構成とすることで全体像を把握することを目的とし、


これまでのデータの蓄積にさらに知見を積み重ねることとなるものと考える。


・無機元素は項目が多いため、挙動に特徴のある元素や


指標性の高い元素（例えばCMBで用いる元素等）を解析対象としてはどうか。


　








・環境省事業である「平成26年度微小粒子状物質(PM2.5)自動測定機


1時間値に関する精度解析検討業務」及び


「平成26 年度微小粒子状物質(PM2.5)発生源寄与割合推計に関する検討業務」


において得られた知見について、自治体への情報提供


（講演が可能であればお願いしたく思います。）














